
 　１月となり、新しい一年がスタートしています。生徒のみなさん、先生方、そしてみなさんの家族、御殿
場西高等学校に関わるすべての人たちにとって、この一年が素晴らしいものになることを心から祈っていま
す。今年もよろしくお願いいたします。

　さて、２学期終業式にこの場で、この年末年始、たくさんの人との出会いを大切にし、かけがえのない1日
を大切に過ごしてくださいとお伝えました。私もたくさんの人に会いました。その中には、かつての教え子た
ちもいて、久しぶりに顔が見れて、当時の懐かしい思い出話をすることができ、とても楽しい時間を過ごすこ
とができました。何よりも、彼らの姿がとても立派に感じました。いい感じになったな〜と。少し前までは、
まだまだ子供っぽさも残る高校生だった彼らが、しばらくして会ってみると、学生っぽさも消えて大人になっ
ていました。何がそう思わせたたのでしょう。
　
　思い返してみると、会った際に彼らはとてもいい挨拶をしてくれました。挨拶は大事とはよく言いますが、
しっかりと挨拶ができるってどういうことなんでしょう。「おはよう」「こんにちは」という言葉をとりあえず
言ってみる。これも挨拶に変わりありません。挨拶には違いないですが、その挨拶にどんなものが込められて
いるのでしょう。挨拶を交わすことには私たちが思っている以上の力、影響、可能性がそこにはあります。
 　
　長崎県のとある私立高校が、地元での生徒募集がうまくいかなくなり、経営破綻寸前となり、銀行からも融
資を断られ、いよいよ潰れることが目前に迫っていた頃、銀行から担当者が、今後の融資の停止と破産の手続
きの案内をするために学校を訪れたそうです。その学校は、地元ではあまりよく思われてない、いわゆる荒れ
た学校でした。もちろん銀行員の方々もそんなイメージを持っていたわけですが、廊下を歩いていた際、何人
かの生徒とすれ違った時、彼らが立ち止まって目を見て笑顔で挨拶をしてくれたそうです。それを見てとても
驚いたそうです。イメージと全然違う！こんな素敵な挨拶ができる生徒がいる学校だったのかと。この学校は
潰してはいけない、絶対にこれから良くなっていくと確信したそうです。破産手続きをするはずが、融資の継
続が決まりました。その学校はその後１０年足らずで大人気校となり、今では全国的にも有名な学校の一つと
なっています。
 　
　たった一つの挨拶が学校の運命を変えました。真逆もありえたわけです。しかし、笑顔で挨拶をしてくれた
ことが、たくさんの人の未来を変えたということです。こういったケースは決して少なくありません。生徒や
先生が気持ちのいい挨拶をすることを大切にしたことで、雰囲気が変わり、学習や部活動等の成績が大きく向
上した学校がいくつもあります。学校だけでなく、多くの企業の方と関わることもたくさんありますが、どの
企業の経営者の方々も、社員が気持ちのいい挨拶ができるということを大切にしています。どんな業種であれ
です。挨拶が人間関係に与える力はとてつもなく大きく、その可能性は自分だけでなく、自分が属する組織の
未来を変える力があるからです。挨拶は相手への贈り物なのかもしれません。相手に贈った挨拶は、今度は自
分にそれ以上の形で返ってきます。そしてそれがいつの間にか周囲へと広がり、全体を変える力になっていく
のでしょう。逆に、相手にいい加減な挨拶、あるいは無視を贈った場合どうなるでしょう？自分にもそれ以下
のいい加減なものが返され、それがネガティブな力として全体に広がっていきます。ネガティブな力は広がる
力が非常に強く、一度広まると修正は難しくなっていきます。これが、挨拶の力です。相手への贈り物だとい
う意識を持ち、一つ一つの挨拶を大切にしていきましょう。生徒も先生も、挨拶を大切にする、そんな素敵な
学校になっていきましょう。
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保護者の皆様へ
　いつも本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうござい
ます。2025年も、皆様にとって素晴らしい一年となりますことを心より祈って
おります。
　３学期は「次年度0学期」と言われます。３ヶ月間という短い期間ですが、来
年度の4月から全力疾走できるようになるための大切な準備期間です。同時に、
修学旅行、入学試験、卒業式といった大きなイベントも控えており、とても大
切な３ヶ月となると思っています。ぜひ1日を大切に過ごしながら、かけがえの
ない時を過ごしてもらいたいと思います。
　３年生にとってはここからが本番です。一般受験を控える皆さん、自分のこ
れまでの努力を信じて頑張ってください。最後の最後までやり切りましょう。
ここからさらにもう一段階受験学力は伸びていきます。ここからが本当の勝負
です。周囲への感謝の気持ちを忘れずに、力を出し切ってきてください。

『YOUは何しに日本へ？』で本校に留学した生徒が特集されました！

KICから訪問者＆Language Buddy

　12月23日（月）に放送された『YOUは何しに日本へ？〜おもしろYOU大連
発！X'masイブイブSP〜』にて、本校を１８年前に訪れ、短期留学をしたケリー
さんが出演しました。その際、御殿場西高校もちょっとだけテレビに映り、校門
の外側から中を眺めるケリーさんの姿がありました。せっかく家族も連れてきて
くださったのなら、学校内も案内させていただきたかった・・・。
　番組内で、かつてのホストファミリーとの再会がありましたが、当時と変わら
ない絆がそこにあり、留学すること、越境して様々な人と出会うことの素晴らし
さを改めて感じました。それがたとえ短期間だろうが、長期間だろうが、その出
会いは一生続くものになります。私も12月にオーストラリアを訪れた際、２０年
前のホストファミリーと再会しました。会う前は緊張しましたが、再会した際、
温かく優しいつながりを感じることができ、思わず涙が出てしまいました。どれ
だけ時が流れても、どんなに変わってしまっても、変わらないものがあるんだな
ということがわかりました。この留学も、ホストファミリー経験も、一生続くつ
ながりができるんですね。

　卒業生の瀬戸郁成くん（20）が『広報ごてんば』の表紙
に登場しました。瀬戸くんといえば、在学中に『今日、好
きになりました』に出演し、人気抜群に。イケメンである
以上に性格も抜群。芸能活動を継続中ということで、これ
からも応援しています。

瀬戸郁成くんが『広報ごてんば』に
　1月8日からKICからの訪問者が２名来校中です。１年留
学に行った勝村さんのホストシスターだったということで
す。金曜日まで本校で時間を共にします。続いて、２人の
Language Buddy Programがスタート。日本語を学びに来
日中の方がアシスタント的に本校の英語授業を中心にサポ
ートしたり、生徒との学校生活を過ごしていきます。
　外国人がいるのが当たり前、外国人を外国人ともはや思
わない学校、それが御殿場西高校。


